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日
月
ロ
日
目
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
道
新
基
金
・
第
8
田
本
人

の
会
全
道
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

F

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん
な
の
わ
d

は
、
知

的
に
ハ
ン
デ
ィ
あ
る
仲
間
達
が
地
域
で
暮
ら

し
て
い
く
う
え
で
の
悩
み
や
困
り
ご
と
を
共

に
助
け
合
う
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
札
幌
市

内
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
道
内
各
地
に

本
人
の
会
が
で
き
て
き
た
こ
と
か
ら
、
多
く

の
仲
間
に
活
動
を
ひ
ろ
げ
る
意
味
か
ら
、

2

0
1
0
年
か
ら
伊
達
・
旭
川
・
函
館
・
釧
路
市

に
あ
る
本
人
の
会
が
年
ご
と
に
実
行
委
員
と

な
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

盛
大
に

開
催
日

今
年
は
石
狩
大
地
の
会
に
実
行
委
員
会
を

引
受
け
て
頂
き
、
夜
7
時
か
ら
実
行
委
員
会

を
叩
回
開
催
す
る
等
本
人
の
意
向
に
沿
っ
て

開
催
す
る
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

釧
路
市
・
静
内
町
な
ど
か
ら
本
人
部
名
、

支
援
者
を
含
め
延
べ

1
5
1
名
の
参
加
者
で

お
お
い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

今
野
拓
也
実
行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

来
賓
の
公
益
財
団
法
人
北
海
道
新
聞
社
会
福

祉
振
興
基
金
理
事
・
事
務
局
長
鈴
木
隆
司
氏

か
ら
は
こ
の
催
し
は
意
義
深
く
歴
史
あ
る
も

の
な
の
で
是
非
、
来
年
も
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
旨
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

分
科
会
は
、
第

1
分
科
会
『
こ
う

だ
っ
た
ら
い
い
の

に
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
』
を
テ

l
マ
に
、

様
司
会
を
大
矢
和
子

釦
さ
ん
・
土
門
徹
さ

州
ん
が
担
当
し
ま
し

担
た
。
第
2
分
科
会

は
『
も
の
づ
く
り
』

を
テ

l
マ
に
シ
ャ

ツ
づ
く
り
・
バ
ッ

ジ
づ
く
り
・
牛
乳

パ
ッ
ク
工
作
に
取

第1分科会の様子

り
組
み
ま
し
た
。
第
3
分
科
会
は
『
仲
間
作

り
』
を
テ

l
マ
に
パ
ス
で
札
幌
市
青
少
年
科

学
館
に
移
動
し
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
て
交

流
を
深
め
、
昼
食
後
、
全
体
で
分
科
会
報
告

を
行
い
、
仲
間
と
の
交
流
に
努
め
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
時
間
で
、
準
備
を
進
め
て
頂
い

た
本
人
の
会
・
石
狩
大
地
の
会
や
開
催
に
あ

た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
ハ
ル
ニ
レ
の
里

や
石
狩
市
子
を
つ
な
ぐ
育
成
会
や
協
賛
金
を

頂
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
方
に
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
j

た。

み
ん
な
と
交
流
し
て
!

石

狩

大

地

の

会

会

長

今

野

拓

也

今
回
は
大
地
の
会
で

F

ひ
ろ
げ
よ
う
み
ん

な
の
わ
d

を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で
協
力

し
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
全
道
か
ら
み
な
さ

ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

第
1
分
科
会
「
こ
う
だ
っ
た
ら
い
い
の
に

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、
札
幌
市
交
通
局

か
ら
サ
ピ
カ
の
説
明
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

北
海
道
か
ら
は
障
が
い
福
祉
計
画
の
お
話
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

第

2
分
科
会
は
、

T
シ
ャ
ツ
作
り
み
ん
な

上
手
に
で
き
ま
し
た
。
バ
ッ
ジ
づ
く
り
も
き

ち
ん
と
で
き
、
う
れ
し
か
っ
た
。
牛
乳
パ
ッ

ク
で
万
華
鏡
は
と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
北
海

道
子
を
つ
な
く
育
成
会
の
小
林
さ
ん
を
は
じ

め
、
北
海
道
新
聞
社
会
福
祉
基
金
さ
ん
に
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
お
手
伝
い
を
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も
ら
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
み
ん

な
よ
く
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
大
地
の
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

H

第

1
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会

全
国
大
会
島
根
大
会
H

に
参
加
し
て

道

育

成

会

事

務

局

竹

田

雄

三

9
月
幻
・
お
日
に
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た

「第
1
回
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
全
国

大
会
島
根
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

位
年
前
に
結
成
さ
れ
た
親
の
会
の
「
全
日
本
育
成

会
」
が
解
散
し
、
今
年
7
月
M
日
に
「
全
国
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
連
合
会
」
と
し
て
設
立
総
会
を
聞
き
、

新
た
な
運
動
体
と
し
て
発
足
し
た
記
念
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

第
1
日
目
は
、
『
第
2
分
科
会
働
く
』
に
参
加

し
ま
し
た
。
分
科
会
の
冒
頭
か
ら
、
「
障
害
と
い
う

個
性
を
生
か
す
働
き
方
」
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
「
障

害
と
い
う
個
性
」
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
「
障
害

の
特
性
」
と
と
ら
え
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
話
か

ら
始
ま
っ
た
分
科
会
は
、
基
調
講
演
で
は
、
多
様
な

障
害
、
働
き
づ
ら
い
状
態
に
あ
る
方
を
受
け
入
れ
、

多
様
な
働
き
方
を
作
り
出
し
て
い
る
「
生
活
ク
ラ
ブ

風
の
村
(
千
葉
県
)
」
の
報
告
。
ま
た
、
特
定
子
会

社
で
の
就
労
の
内
容
等
の
発
表
が
広
島
県
か
ら
あ
り

ま
し
た
。
午
後
の
討
論
で
は
、
地
域
で
障
害
者
が
ど

の
よ
う
に
働
い
て
い
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
事
前
質
問
に
答
え
る
形
だ

っ
た
の
で
、

3
時
間
の
討
論
時
間
内
で
は
、
も
っ
と

直
に
生
の
声
を
聴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
式
典
の
後
、
厚
労
省
・
前
障
害
保
健

福
祉
部
長
・
蒲
原
基
道
氏
の
記
念
講
演
で
は
、
地
域

生
活
支
援
事
業
が
話
の
中
心
と
な
り
、
特
に
計
画
相

談
支
援
の
今
後
の
体
制
整
備
を
話
さ
れ
、
続
い
て
「
就

労
移
行
支
援
」
か
ら
「
就
労
定
着
支
援
」
の
体
制
整

備
が
必
要
と
い
う
考
え
方
が
一
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
歩

踏
み
出
す
支
援
整
備
と
し
て
注
目
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。久
保
会
長
は
、
大
会
前
日
に
、
厚
生
労
働
省
か
ら

全
日
本
育
成
会
の
社
会
福
祉
法
人
解
散
を
承
認
す
る

決
定
が
下
り
た
こ
と
を
報
告
し
、
解
散
に
至
っ
た
経

緯
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
丁
寧
に
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
育
成
会
の
原
点
に
返
っ
て
運
動
体
と
し
て
「
障

が
い
者
の
権
利
を
守
る
。
障
が
い
者
本
人
、
そ
の
家

族
、
関
係
者
を
ど
う
支
援
体
制
を
整
備
す
る
の
か
、

政
策
提
言
を
す
る
」
を
進
め
る
と
話
し
て

2
日
間
の

大
会
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
障
が
い
者
本
人
の
高
齢

化
、
親
亡
き
後
の
課
題
。
そ
の
こ
と
に
ど
う
向
き
合

い
、
運
動
し
て
い
く
の
か
こ
れ
か
ら
が
問
わ
れ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
来
年
は
、
名
古
屋
市
で
第
2
回
の
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

H

第

2
回
理
事
会
H

開
催
さ
担れ
る
日

s道
育
成
会

s

お
年
度
第
2
回
理
事
会
が

9
月
幻
日
側
「
か
で
る

2
・
7
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
奈
須
野
会
長
か
ら
「
道
育
成
会
が

抱
え
て
い
る
課
題
は
、
何
か
し
ら
の
方
法
を
考
え
た

り
、
や
り
方
・
方
法
を
変
え
た
り
し
て
活
性
化
に
向

か
う
も
の
と
最
近
感
じ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
か
ら
育
成
会
が
な
か
っ
た
ら

日
本
の
障
が
い
福
祉
は
ど
う
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
?
等
と
育
成
会
の
存
在
意
義
み
た
い
な
も
の
を
聞

か
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
育
成
会
は
存

在
す
る
こ
と
が
大
事
だ
!
と
わ
か
っ
て
き
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
育
成
会
は
存
在
し
て
活

動
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
日

の
理
事
会
も
そ
う
い
う
意
味
で
皆
様
方
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
の
審
議
内
容
の
概
要
及
び
審
議
結
果
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

議
案
第
1
号
「
平
成
初
年
度
道
育
成
会
特
別
研
修

会
つ
い
て
」

今
年
度
の
特
別
研
修
会
は
、

3
ブ
ロ
ッ
ク
同
一
の

講
演
内
容
で
、
予
算
は
道
育
成
会
活
性
化
対
策
費
必

万
円
を
財
源
に
行
い
た
い
と
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、

協
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
講
演
内
容
】

演
題
「
あ
り
の
ま
ま
の
子
育
て
」
か
ら
却
年

ー
自
閉
症
の
息
子
と
と
も
に

1

講
師
明
石
洋
子
(
あ
か
し
よ
う
こ
)
氏

【
網
走
ブ
ロ
ッ
ク
】
窓
口
一
北
見
市
育
成
会

日
月
3
日
間
同
一
幼

1
端
野
町
公
民
館

【
上
川
ブ
ロ
ッ
ク
】
窓
口
一
旭
川
育
成
会

日
月
4
日
例
日
一
∞

1

旭
川
市
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
お
ぴ
っ
た
)

【
石
狩
ブ
ロ
ッ
ク
】
窓
口
一
江
別
育
成
会

日
月
5
日
附
川
一
∞

1
江
別
市
民
会
館

議
案
第
2
号
「
創
立

ω周
年
記
念
誌
に
つ
い
て
」

今
年
度
事
業
の
重
点
項
目
に
あ
る
創
立

ω周
年
記

念
誌
の
発
行
に
つ
い
て
、
本
年
5
月
の
三
役
会
に
お

い
て
、
前
役
員
の
松
倉
一
男
氏
、
現
役
員
の
佐
藤
春

光
氏
、
通
所
事
業
所
関
係
の
森
本
千
尋
氏
を
編
集
委

員
と
し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
現
在
、
協
議
し
て
い
る
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内
容
に
つ
い
て
、
報
告
し
寄
稿
や
特
別
寄
稿
の
人
選

に
つ
い
て
三
役
一
任
と
し
、
今
後
、
複
数
の
見
積
も

り
を
基
に
各
育
成
会
の
必
要
部
数
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
次
の
理
事
会
で
具
体
的
に
協
議
す
る

予
定
で
す
。

報
告
第
1
号
「
会
長
及
び
副
会
長
の
職
務
執
行
状
況

に
つ
い
て
」
(
省
略
)

報
告
第

2
号
「
第
印
回
全
道
大
会
・
函
館
大
会
の
開

催
結
果
に
つ
い
て
」

「
函
館
市
役
所
・
函
館
市
社
協
、
函
館
親
の
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
別
名
の
お
手
伝
い
に
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
出
演
者
臼
名
の
出
演
を
い
た
だ
き
、
全
道
か
ら

5
4
7
名
も
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
係
者
を
含
め
6

9
1
名
の
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

親
の
会
の
テ

l
マ
は
昨
年
同
様

5
分
科
会
開
催

し
、
地
元
の
特
別
支
援
学
校
・
函
館
短
期
大
学
や
地

元
及
び
近
隣
の

7
社
会
福
祉
法
人
か
ら
け
仕
事
業
所
の

他
、
函
館
市
及
び

2
N
P
O
法
人
な
ど
か
ら
司
会
者
・

助
言
者
・
提
言
者
を
推
薦
い
た
だ
き
、
今
日
的
な
話

題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
活
気
が
感

じ
ら
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
状
況
は
、
事
務
の
一
部
を
北
海
道
教
育
大
学

附
属
特
別
支
援
学
校
や
関
係
法
人
に
依
頼
す
る
な
ど

人
件
費
を
極
力
節
約
し
、
地
元
、
函
館
親
の
会
か
ら

多
額
の
予
算
計
上
を
し
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

各
関
係
者
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
近
年
に
な
い
低
額
な
決
算
額
で
支
障
な
く
執

行
で
き
た
。
と
報
告
が
あ
っ
た
他
、
本
人
大
会
を
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
、
本
人
大
会
の
司
会
者
・

助
言
者
・
提
言
者
等
役
割
が
あ
る
本
人
に
対
す
る
必

要
経
費
に
つ
い
て
、
そ
の
都
度
、
本
人
の
会
と
協
議

し
、
実
行
委
員
会
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
主

な
反
省
点
が
述
べ
ら
れ
、
申
し
送
り
事
項
や
基
本
的

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

報
告
第

3
号
「
育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会
に
つ
い

て」

平
成
お
年
度
に
設
置
さ
れ
た
育
成
会
活
性
化
対
策

委
員
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

1

平
成
初
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
協
議
会
活
性
化
事

業
助
成
事
業
の
実
施

生
活
サ
ポ
ー
ト
協
会
の
研
修
事
業
費
を
財
源

(
1

カ
所
当
た
り

8
万
円
を
上
限
。
)
と
し
て
各
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
次
の
視
点
で
実
施
事
業

を
、
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
会
員
拡
大
の
た
め
に
視
点
を
お
い
た
事
業

②
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
未
加
入
市
町
村
育
成
会
等
の
対

象
者
を
見
守
る
こ
と
に
視
点
を
お
い
た
事
業

③
助
成
事
業
実
施
に
当
た
り
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
協

会
と
連
携
を
図
る
こ
と
に
視
点
を
お
い
た
事
業

2
道
育
成
会
特
別
研
修
会
に
つ
い
て
(
省
略
)

3
育
成
会
活
動
の
周
知
・
広
報
に
つ
い
て

①
道
育
成
会
の
し
お
り
の
作
成
に
つ
い
て

会
員
が
子
育
て
に
悩
む
親
に
対
し
、
共
に
活
動

す
る
こ
と
を
勧
め
る
た
め
に
作
成
し
ま
し
た
。

②
道
育
成
会
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
の
開
設
に
つ
い
て

道
育
成
会
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
ア
ド
レ
ス

宮
吾
川
¥
¥
F
o
r
-内
包
含

1
F
5巴片山~・

8
B

4
会
費
に
つ
い
て

市
町
村
育
成
会
財
政
基
盤
に
関
す
る
調
査
結
果
を

基
に
検
討
中
で
す
。
各
市
町
村
育
成
会
聞
に
お
い
て
、

規
模
・
予
算
額
、
財
源
や
活
動
内
容
に
ば
ら
つ
き
が

著
し
く
、
会
費
改
正
に
つ
い
て
は
、
容
易
に
行
い
づ

ら
い
側
面
が
あ
り
、
今
後
も
更
な
る
検
討
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

5
本
人
活
動
に
つ
い
て

本
人
活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
育
成
会
会
員

の
有
無
、
本
人
の
支
援
者
の
育
成
を
含
め
、
様
々
な

課
題
を
含
有
し
て
い
ま
す
。

全
道
大
会
・
本
人
大
会
の
持
ち
方
も
含
め
今
後
も

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

将
来
に
お
い
て
は
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
育
成
会

に
属
し
て
い
な
い
本
人
の
会
と
育
成
会
の
本
人
の
会

が
一
緒
に
本
人
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ
て
い
材
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

報
告
第

4
号
「
全
国
育
成
会
事
業
所
協
議
会
・
全
国

大
会
に
つ
い
て
」
(
省
略
)

一育
成
会
活
性
化
対
策
委
員
会

日
月
7
日

ω日
時
別
分
か
ら
か
で
る

2
・
7
に
お

い
て
、
今
年
度
第
3
回
目
の
育
成
会
活
性
化
対
策
委

員
会
(
委
員
長
畑
中
三
岐
子
道
副
会
長
)
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
次
回
検
討
事
項
】

O
道
育
成
会
会
費
の
考
え
方
・
会
費
改
正
に
つ
い
て

O
全
道
大
会
本
人
部
会
に
つ
い
て

。
理
事
定
数
・
選
出
方
法
等
に
つ
い
て

吃
月
げ
日
的

北
海
道
手
を
つ
な
で
育
成
会
理
事
会

於
一
か
で
る
2
・
7

会
議
室

.1手をつなぐ育成会げっぽう 11月号



AIU生活サポート総合補償制度のご案内
2007年4月に日本で誕生した知的障害児者と自閉症児者専用の保険です。

AIUの普通傷害保険 (2013年7月現在の内容でホ)
(知的障害者等福祉団体傷害保険特約、地震・噴火・津波危険補償特約セット)

[病気やケガまたは仇査のため入院し同(問問中に開始した入院の4日目から30日限度-

入院給付金(付添介護保険金、差額ベッド費用、入院諸費用、入院一時金

[他人目をさせたりいものを壊して法律上の賠償責任を負つ問問外補償

個人賠償責任保険金.事故1億円限度(自己負担金額なし

[ケガをしたとき | 
死亡・後遺障害・入院・通院・手術保険金 l 

[議長首長編金 l 
お問合せ先)株式会社ジェイアイシー北海道支庖|引受保険会社 AIU損害保険株式会社札幌支l苫
干060-0051札幌市中央区南1条東2丁目 |〒060-0001札幌市中央区北1条西6丁目

8-2 SRビル4F I 1-2アーバンネット札幌ビル 4階
TEL: 011-221-7009 FAX: 011-221-1704 I受付時間:午前9時~午後5時
http://www. jicgroup. co. jp I (土・日・祝日・年末年始を除く)

北海道知的障害児者生活サポート協会
〒060-0002札幌市中央区北2条西7丁目

かでる2・7 4階北海道手をつなぐ育成会内
TEL: 011-251-0855 FAX: 011-251-0804 

(A-000410 2014-06) 

---.-ー") ~ー~、 一 ..---ー一「
病気バケガのλ;院 個人賠償補償 -被害事故の解決
しー__...-/ し~ し~

障がいのあるご本人と、そのご家族・施設従事者のための総合保険でホ

保障内容(A-1プランの場合年間保険料 17.000円)

(死亡保険金 10万円) (法律相談費用 5万円誌の)

(特定重度障害保険金 10万円) (弁護士委任費用 100万円誌の)

(入院保険金 1日につき 8，000円勾 (接見費用 1万円 ) 

(入院一時金 10，000円) (個人賠償責任保険金 説1.000万円)
出 1一回白人院または一園田通院につき、 30日限度.

(傷害通院保険金 1日につき1.000円勺 出2てん叫による入院の場合は一日につき4.000円と
なります.

少額短期健車輯合揮障(無告知型)2012年創霞

*この広告は商品の概要を即納しております.ご契約の陣iこは必らず「パンフレットJ
「量要事項説明書」をご確阻ください。

詳しい資料のご用命は、下記代理屈へお願いいたしまホ | 
0取級代理庖 TEL 011-207-2522 
有限会社オフィスプレイン 干060-0032 札幌市中央区北2条東3丁目培地

札幌セントラルビル2F

0引受保険会社

・~ぜんち共済株式会社
干101∞32東京都千代田区岩本町3-5-8
岩本町シティプラザピル 5F

物
理
問
川
市

関

t
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T
H山

@
v出

叩，
H
出
船
F
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脚
内
〉

πU
議
タ
α

国悶悶悶悶悶悶悶翻盟問問悶
。すべてのケガおよび病気|こよる死亡(葬祭費用)を補償

@すべてのケガおよび病気|こよる入院を補償

@さらlこ傷害事故の場合は「傷害入院H傷害通院」
「傷害治療費Jが入院保障とは別件で補償されます。

。入院しだ場合は、 1日目より補償(180日限度)

。「疾病性てんかんHてんかん!こ伴う転倒事故J
「自傷行為H闘争行為Jなどlこよる入院も補償されます。

?イ・弓イ7補償内容

必山 死亡(糊費用)・… 100万円

入院(1曲目限度)… 10，000円

J死亡{聾刷用)......100万円
ケl入院(1即日服)....12，000円
通院(鈎自国11)......1，000円
d傷害治療費(附 50万円
手術費用……2'4・8万円II(本書棚l聖1叫
第三者賠償.....5.000万円
(免責主し) -， 

E明摺標曹関期開明間寝朝岡曙型開型開理署悶置置a._:.c盟園
日訴訟M 障害者補償会 お電話を頂ければすぐに資料をご郵送致します。

フリーダイヤル0120・185・001

手をつなぐ育成会げっぽう 11月号l・


